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科研費プロジェクト 第 4回研究会 プログラム 

研究課題名 娯楽文化史からとらえるエリザベス朝演劇―社会変化が生みだす総合エンターテイメント 

研究発表 14:00-14:45 

エクソシズムのスペクタクル―娯楽文化か

らみる悪魔憑き 

熊本大学准教授 松岡浩史 

 

Stephen Bradwellの手記（1603）が信用に足

るならば、1602 年にロンドンで執り行われた

Mary Glover のエクソシズムは、8～10 人の見

物客が順番に出入りするといった、まるでこん

にちの見世物小屋を彷彿とさせるような実施

形態であったらしい。 

いっぽう、All’s Well that Ends Wellのク

ロージング・シーンでフランス王は、死んだは

ずのヘレナが現れたことに驚愕し、「この目の

正常な働きを欺くエクソシストがいるのでは

ないか？（Is there no exorcist / Beguiles 

the truer office of mine eyes?）」となぜか

悪魔祓いのメタファーで語る。 

本発表では、狂人見物の娯楽化というコンテ

クストの中で、The Comedy of Errors, Twelfth 

Night, All’s Well that Ends Well, King Lear

において直接・間接に言及されるエクソシズム

に着目し、初期近代イングランドにおいて行わ

れた一連のエクソシズムの「娯楽性」を指摘す

る。Samuel Harsnettが主導する反エクソシズ

ム・キャンペーンはエクソシズムの儀式を演劇

に過ぎないと批判したが、演劇の方ではむしろ

その議論を流用し、スペクタクル性とドラマを

盛り上げる機序として有効活用していたので

ある。 

招待講演 15:00-16:30 

『タイタス・アンドロニカス』再考―「出版

詩人」兼「座付作者」のマルチメディア芸能

宣言 

鹿児島国際大学教授 小林潤司 

 

 『ヴィーナスとアドーニス』と『ルークリー

ス凌辱』を出版したリチャード・フィールドが、

シェイクスピアと同郷で父親同士も知り合い

だったこと、また、その親方だったトマス・ヴ

ォートロリエが 1980 年代におけるオウィディ

ウス出版ブームのキーパーソンの一人であっ

たことはよく知られている。上京して日の浅い

シェイクスピアが旧知のフィールドと会うた

めにヴォートロリエ親方の工房を繁々と訪ね

るうちに、オウィディウスの著作を買い求める

顧客たちの姿を直に見て、ふと「英語で書かれ

たオウィディウスものならば当たる」という着

想を得たという成り行きは、比較的蓋然性の高

い推測と言えるだろう。この仮定上の「着想」

の副産物として、もう一つのオウィディウスも

の、『タイタス・アンドロニカス』を読み直すと、

この作品は何を語ってくれるだろうか？ 「出

版詩人シェイクスピア」は、商業劇団の俳優兼

座付作者という本業とどのように向き合った

のかという観点から、この悲劇を再読してみた

い。 




